
「（次期）おびひろこども未来プラン」の概要について 

 

１ プラン策定の目的 

  すべての子どもたちが健やかに育つことができ、子育て家庭が安心して子どもを生み育てることがで

きる環境づくりに取り組むなど、子どもの成長や発達段階に応じたきめ細やかな施策の総合的・効果的

な推進と、地域全体で子育てを支援する環境づくりのために策定するもの。 

 

２ 計画期間  

  令和2（2020）年度～令和11（2029）年度までの10年間とし、必要に応じて見直しを行う。 

  ※ただし、子ども・子育て支援法に基づく「市町村子ども・子育て支援事業計画」に係る「量の見込

み」や「確保方策」に関しては、市民アンケートを実施し、令和7（2025）年度に見直しを行う。 

 

３ プランの位置づけ 

 本計画は、本市の子ども・子育てにおける市総合計画の個別計画として位置づけるほか、本市の子ど

も・子育てに関する各種施策の指針として、中長期的な子ども・子育てをめぐる情勢の変化を見通し、

今後10年間の施策の方向などを示すものです。 

 

４．子ども・子育てを取り巻く現状と課題 

（１）人口減少、少子高齢化の進行 

（２）地域でのつながりの希薄化の進行 

（３）雇用形態の多様化や働き方改革の進展 

（４）子育ての負担や不安を抱える子育て家庭の増加 

（５）共働き世帯の増加による保育ニーズの増加 

（６）児童虐待などへの対応 

 

５ 新プランの基本的な視点  

 （１）【子どもの視点】 子どもの健やかな成長を育む    

 （２）【保護者の視点】 子育てしている保護者を支援する  

 （３）【地域全体の視点】地域で子育て家庭や子どもを支える 

 

 

 

 

 

６ 基本目標と基本施策（案）   

 

 

７ 目標値の設定 

  ・総合計画での指標とプラン独自の指標を設定予定 

 

８ 計画の推進体制（計画の評価、見直し） 

 （１）庁内 「帯広市こどもの施策推進委員会」（委員長：こども未来部長） 

（２）庁外 「帯広市健康生活支援審議会児童育成部会」 

 

９ 計画策定までのスケジュール 

  ・７月末 児童育成部会（計画素案協議） 

  ・８月末 児童育成部会（保育必要量など協議）、厚生委員会（計画素案協議） 

  ・９月  児童育成部会（成果指標など協議）、 

  ・10月  児童育成部会（計画原案協議） 

  ・11月  厚生委員会（計画原案協議） 

       パブコメ実施 

  ・2月  児童育成部会（パブコメ結果、計画案） 

       厚生委員会（パブコメ結果、計画案） 

  ・3月  成案 

（１）子どもを守ることができる環境づくり （３）安心して子育てができる環境づくり

・子どもの権利の尊重 ・仕事と子育ての両立の支援

・子どもの虐待防止の推進 ・幼児教育の促進

・子どもの健康づくりの推進 ・子育てを地域で支える仕組みづくりの推進

・子どもの安全な環境の確保 ・子育て世帯の経済的な支援

・ひとり親家庭等への支援

・子育てに優しい環境づくりの推進

（２）安心して子どもを産み育てられる環境づくり （４）子ども自身の成長に向けた環境づくり

・安心して妊娠・出産ができる環境の整備 ・子どもの体験活動の充実

・相談支援体制の充実 ・青少年の健全育成活動の推進

・育児不安の軽減の推進 ・非行防止対策の推進

・子どもの発達・生活の支援

・わかりやすい情報発信の推進

資料７ 


